






第 50回研究部員会議議事録
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資 料

1. 議長団報告

o 今年度の議長団VC 大 貫 義 郎 (掌大 坪)

長 瞭 正 幸 (立教大 坪)

芳 田 . 査 (物性 研)

の 5名が選出された｡

前回の研究部員会議で基研職貞の研修旅行を どうするかを議長団で検討

することvC怒っていたが ,今年度 も従来通 り続けることにしたO

基研職員 と議長団との懇談会をしてはどうか とい う意見があ ったが,令

回はしないことvCした｡

物性の研究部慶の選挙酷巣の次点の票数vc誤 りがあった｡

次点は中嶋貞雄 ,長谷川正之のお 2-人で,三輪浩氏は次々点だった｡前

回次点 5名の中の順位を決めた ときの議論を参考にして･,次点 ① を中嶋

氏,③ を長谷川氏vCするO

2. 基研報告 (所長)

所 員移動

a. 転入 ･採用等

ヒ. 過

郎

樹

樹

二

茂

官

秀

C.転出 ･退轍等

北 門 新 作 助 手

米 沢 冨美子 助 手

田 中 米 造 事 務 長

45.4.1付就任

45.4.1付就任

45.5.51付

45･4･ 1 付名著教授就任

4̀5,4.1付 (東大教養学部-転出)

45.5.1付 (東工大,理学部へ転出)

45.4.1付 (数研へ配置換)

a.併 任

(学外) 早 川 幸 男 名大 ･理教授 45.4.1- 46.5.51

碓 井 恒 丸 〝 〝

高 木 修 二 阪大 ･基礎工教授
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(学内) 小 林 稔

桧 原 武 生

井 上 健

片 山 泰 久

第501回研究部員会蕃議事録

京大 ･野教授 45.4∴1- 46.5.51

〟 〟 〟

" 教養部教授 〝

〝 工教授 〟

e.ア ナム塾研究員

阿 部 恭 久 (北大 理)

桜 田 充 (東北大 理)

林 意 二 (東大 教養)

白 藤 孟 恵 (埼玉大 理工)

川 端 親 雄 (岡山大 背)

五十嵐 儀孝 (東大 理)

近 藤 弘 樹 (佐賀大 理工)

八 .幡 英 雄 (東大 坪)

笠 原 党 員 (早大 理工)

長谷川 俊一 (早大 理工研)

樋 渡 保 秋 (金沢大 替)～

4.6- 4.20

4.6- 5. 5

5. 1- 5.51

EJl

′′

4.16- 5,15

5.21- 6.20

5.27- 6.10

5.20- 6.19

6. 9- 6.19

6,ll- 8.51

(滞在費は 1ケ月分のみ)

ど.外 人 招 碑

MalcolⅡこfjarvey

(カナダ チ ョーク リバー原子核研究所研究員)

45.4.1-/45,4.50

Sang-il Cboi

(米国 ノースカロライナ大 理 準教授)

45,7_1- 45.7.51

g.基研長期滞在者

石 井 一 成 (学振奨励研究員) 45.4.1- 46.5.51

垣 谷 俊 昭 (湯川奨学_生)

鍾 -梶-松 夫 ( 〝 )

若 泉 誠 一 ( 〝 )

庸 舜 沢 (外琶人研究員)
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資 料

敬 現在 ,運営委員会に学識経験者 1名 と学内委貞 1名の 2つ の空席があ

る｡項委員の任期は来年 7月 5 1日迄で 4日の運営委員会で委員補充

につ いて御討議いただ く予定である｡ この際 ,研究部員会議 で も御意

鬼を伺 うことがで きればあ りがたい｡

田中匝 運営委員の構成は どうな っているか｡

枚 挙外委員 8名 (うち素粒子関係 4掌,物性 2客,学識経験者 2名),

学内委貞 8Jg,但 し学内委員には併任教授を含むO

大賞 所内の教授は 自動的に運営委員VCを るのか0

枚 慣習上ほ とんどの場合そ うなっていたO今 回は教授 として来ていただ

く方の静任が遅 くなる魅 合 ,甥在の所員の中か ら運営委員VC在 ってい

ただ くことも考え られる.

芳 田 e,ⅩT)licitVC言われ浸か ったけれど,牧所長の発言には学識経験者 と

して湯 川先生VC運営委 員にな っていただ きたい とい う襲堂が一部vCあ

るので ,この点についての御意見管特忙伺いたい とい う含みがあると

思 う｡

田中植 昨年度の研究部 臣会議で所長の陸運 を法審 した とき,湯川先生tlこは,

今 後共私達 と学問上の コンタク トを保 っていただけるようお庭如 ､す る

とい うことにな ったO学識経験者 として運営委農に入 って いた･だ くの

川 口

山 口

は こ の線に矛盾 し食いのでは夜いか O

数理解析研究所で も昨年度までは湯川先生に協議員として入 っていた

だいていたが ,今年度か ら運営委員に入 っていただ くのは,この線vTL

矛盾 し夜いのではをいか｡

大学の停年制は人事交折を盛rlCするために設け られたので あ り,私の

確 めた範 艶 ではこれまでVC停年延長 をした例は菟い｡ しか し墓所は共

同利用研究所であるのでやれな くは夜か ったo湯川先生の停伍 を延す

努 力をしなか ったのは,.退官 を既成の事実 として受入れたわけである.

最近湯川先生がいろい ろの座談会で学問の こと,世界平和のこと等,

楽 しけ vZ:話 してお られるの忙紙上でお目にかかる.先生には広い場･で

活躍 していただいて ,基研はその良い点を hctriOrat:le guestの一

人 として自由VC使 って いただ｣廿は よい｡
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榎 田

第 50回研究部員会読5･事録

以上二つの理由で湯川先生VC基研の運営に関与 していただ くのはよ く

食い と考える. .

停年を延きなかったことと運営委芦にた っていただ くこととは関係食

い｡運営委員の学識経験者 に怒 って いただ くのVL,最 もふ さわしい方

は湯川先生であると思 う｡

益川 縁 田さんの御意見に賛成 ,基研の運営委 員にな っていただ くことは ,

湯川先生を基研に norⅡaiizeす ることには夜 ら夜い.

小川 運営委員の由の学識経験者の役欝Jは,は っき り知 らないが,今までVC

湯川先生 の果された役割は大 きい G 先生は学問的に も活躍 してお られ

るので,これか らもカを貸していただきたいo

長崎 榎田さんの案に賛成,停年に怒 られたか らといって,素粒子研究恵の

車で制限を加えることば食い｡

芳田 (議長) 大 体意見は出つ くした と思 うので,これを運営委員会で参考にし

ていただ きたい｡

5. 外 人 招 碑

先回決定済みの

素粒子関係

蒔在時期 滞在賀

N.M.Nieto '71年 Max5ケ月分

D.B.Lichtenl⊃erg 9月

L.Halpern 8月

M.Flato 9月

原子容匪係 J.fiichller 8月- 11月

M.Harvey 4月

物性関係 P.C.Hoherberg 9月

D.Pines 9月

S.chOi 7月

氏の外に

T.D.Lee氏 10月 (素粉子) 1ケ月

David_ J.Rowe 来 春 (原子核) 1ケ月′
＼

の二人が認め られた｡
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資 料

尚,前回出ていた A.A.Abrikc･sov氏は一度来 日不可能 とい うことで辞退

されたが,再度来 日を要請 してあるので, もしかした ら復活することもあ り

うる｡

4. 基研計算敦の使用vCついて

玉垣 ① 今まで, 2月 と6月の研究部員会議で研究計画を募集する時点で

計算資 も募 集していたが,そ の時点では計算穀はかな り漠然 とした

予想衛で,実行観 と相当差がある場合がある｡

② 以前は ccmrrertial baseで 1時間 とか 2時間計算する歩合が
/

多か ったが,最近は共同利用大型センターを使 う baseが多い｡同

じ計算で も計算蛍はず っと安 くな っている｡

④ 核桝の′j＼触計算盤の制度が好評

基研は年度の早い時期vZI計算鍵の枠が決 って しま うので,研究計

画は基研で通 っていても,年度の途 中で計算 した くなる と核研 忙計

算費を申請 していると思えるような ものがある｡

等の埋由で,従来の研究計画をこくみ こんだ計算畠 (甘)以外に年度の

途 中で も申請で きるような小取計算資 (I)の枠を設けてはどうかと

い う趣旨の提案が前回の研究普ii貞会議で田由一氏からあ り,原案を田

由一氏 と基研計算機 (資)委員 とで作ったので検討 してほ しいO

長崎 今 まで計算賓が残 った ときはどうしているか｡またどの程度残 ったか｡

矢島 一昨年は残 るヱ とが早 くか らわか っていたので 11月VC再公募 した.

昨年は応募は 500万円あったのVC,5月にな って使い きれない分が

100万円位あることがわか ったO これは基研の一般校費vCくみ込ん

だ｡ ′

長崎 共同利用校費は計算資 と決 っているのか｡

玉垣 計算資は共同利用校敦の一部である. 校資vcは計算蛍の他に印刷費等

もあるO別に決っていないが,校蛍が増額VCなるとき,計算資が必要

だか らとい うので 550万円ふえた事情はある と聞いている0

長峰 研究計画でい っぱいになることもあ りうるか らト最初か らこのようvC

わけるのはよ くないのでは食いか｡
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敬

第50回研究部員会読畜事鐘

計算費が余 ったら校費の他の部分にまわしうる.小額計算費の制度が

評判が良い､というが,それが即ち共同利用所 としてよいものとは言え

をいのではないか.

京大全体の予算配分方式が今後変更され,研究所関係予算は減 る可能

性があるO共同利用研究所に 車,ある程度,影響が及ぶ と思われる6

川口 提案に賛成,今までの方法で按,新 しい ideaが出てちょっと計算 を

してみたい と思って も,次の研究部員会議まで待たなければな らなか

った｡ 少額でまずやってみて,見透 しがついた ら研究計画の計算費を

申し込む方法が とれるとよいと思 う｡

しかし,この方法は,支払事務にあた る人が大変だと思 うので,

1.-L大型計算センターを使 うこと.

2. 5万円をオーバーした ときの罰則を例えば超過分は現金で支払 う｡

とい う補足をつけた方が よい｡

長略 ち ょっとや ってみる,とい うのは各 々甲大学でで きないか.

川 口 かな りの大学ではで きると思 うが,そ うして しま うのがよいか どうか.

計算費のつかたい研究計画はた くさんあ り,そ のテーマVE:ついて途 中

で計算した く在ることもあ りうる｡又 これは研究会の参加者ははじめ

か らは決 っていないで,年度の途中で決 るの とある意味では似ている ｡

長崎 計算喪委貞の役割は ? 又, Ⅰと丑の枠ははじめか ら決めておかず,

研究計画 として要求が多額 出てきた ら,それを優先するべ きで はない

か ,又, Ⅰと汀は番号を入れかえた方が よい｡

玉垣 申 し込み憶に許可することに在れば一定短で許可を ス トノブすること｡

予算が十分あれば佃 も任渉はたいともいえるが,｢カテゴリー汀につい

て も予算通 り使用されているか実情をみている必要がある.叉, Iの

鯵合,申し込み順とはいっても万一基所の精神に沿わないものがあっ

て,どうして もお断 りせ ざるを得夜い場合の判断 も必要｡

田中 Iと廿の砕Qj-研究部員会議で決めるO

芳 田 今 までの議論は 丑の優先詮が多かったが ,2つの カテゴリーを作った一ノ

か らVCは, 丑がい っぱいに浸ったか らとい って Iを貴 くしてしま うの

はよくをい｡
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私 も Ⅰと汀は番号を変えた方が よいと思 う.

I(研究計画の中の計算資)は tower limitを決め,∬(小額)

は upper limitを決めてはどうか｡

(以下 TとBの呼称を変え･るO)

山口 核研の少毎無審査の制度は,以 前vC何度 も検討して,有効で,かつ十

分やれるとい う見透 しがついてか ら始め られた.基所ではその前提が

ないのではないか｡

田中日 昌由使用に在 って も,そ う)I,A-ズには怒 らないと思 う｡ 武者修業をは

じめるとき,先着順で良いか b配されたが,実際はじめてみた ら,ラ

ま くいった｡

小沼 - 核研は 1年間VC1人 1回 とい う制限がついていたと思 うが,基研では

それ もつけな くてよいのか｡

耕 田 核研では 1:つのテーマVCついて 1人が 1回となっている.半年で 5万

円以内, 1年で 5万円だ｡

森田 使用後必ず報告するというのはどうい うことか｡

玉垣 基研の研究計画は,従来素粒子 論研究,物性研究に報告することにな

っている.この計算費vcっいても,何 らかの方法で報告してもらう必

要があると思われる｡

桧 EES 川口修正案をどう考えるか｡ 5万円を ら自動的vC大型 センターを使 う

ことVCなると思 うが,オーバ～分については現金で払って もらうので

よいか｡

森田 従来の ものはそ うを っている0

校 田 それではこの案でい くとして,これはあ くまで試験的を試み として実､

施 してみてはどうか｡

芳田 後期か らす ぐ実施するか｡又は来年度か らVTLするか｡

古市 今 日聞いてす ぐというのでは ピンとこないが,明 日後半の研究計画を

決めて,予算が残 ったらとりあえず今年度からや ってみた らどうか｡

議長 (芳 匡) 1. あ くまで暫定的

2. 研究計画の loWer limiも,少梅無審査の upper limitを決

める｡
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第 50回研究部員全寮誤審録

5. 少額計算費の場合は申し込み順｡

とい うことVCして ,明 日,後期の研究計画が決 ってか ら予算を決めて

実施 してみ ることvEしたい.-

7月 5日の討議結果

昨 日の討論vcもとず く修正案が出され ,

11 今年度試験的に行をい,.実績をみてみ る0

21 70鑑 7月か ら71年 5月 ,年度末までの少額 計算費の予算を 50万 円

とする ｡

5) 計算費委B会 (仮称)の構成 - 5名
米

関西 素粒子関係 亘 和 太 郎

物性 関係 中 村 転

隣西以外 栗 山 惇

基研 榎 田 博 嗣

玉 垣 良 三

が承認され 次の ような ｢基研共同利用計算資の使用∵法｣ が認 め･られ夜.

(米 研究部員会議後,太人の承諾が得 られた｡ )

基研共同利用計算費の使用法 ノ

計算畠を 2つに分けるO (I)と (甘)の枠については研究部員会儀 で決める o

I 墓所研究計画の計算資 (計画の決定は研究部貞会議で行 うO)

2月に 2/5, 6月に 1/5を決定

a. 提案の際 目安 として予定額を記入する｡

b.1要求額の大 きい ものVCついては研究部 員会議で も按 を検討す る｡

C. 計画が認め られた ら使用予定を計算崇委員会に出すo

d. 計算資委員会が実行上の詳細を調整す るO

丑 ′ト額計算資 (1件 5万 円を上限 とする. )

12月末まで計算資委員会で受付け,申請順に認める. 予算額に達 した ら

打切 る. 但 し,使用者 には次の点を留意 して もらうo

a.基礎物理学の研究のための計算で ある こと｡
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資 料

b.共同利周計算資の趣旨に沿 っていることo

o. 使用後必ず報告する｡

任意 1968年 6月 27日,28日の研究部員会議で ｢基研は計算資の超

過使用分を支払わないO｣ と決め られてお り,従 って超過分は研磨者

側で,支払 って もらうことになる.

計算費委員会の構成

素粒子論閑係

関西よ り2名(物 性 匪 係

関西以外 よ り1名

基研 よ り 2名

研究部員会議で決め､るO

5. 昭和 45年度後期研究計画提案

各研究計画が世話人によって説明され,その後,素粒子 ･原子核陸係と物

性関係に分かれて =nformalMeetingが もたれた.

工nformalMeeting座長

素粒子 ･原子核隣係 一 中 野 重 夫 , 永 EEi 忍I

物性関係一一---一 中 野 藤 生

6. 研究計画決定

議長団か ら提案食 らびVこ,前 日の討論に もとづ く予算配分の原案が示 され,

討論のあと原案を補正 して別紙の通 り決定した ｡

7. 7 T･ム塾研究員制度のあ り方について

提案説明 (所長)

前回 (2月)の部員会議で,ア トム塾研究員の希望者が増加して きたが,

致用は限 られている｡ そ こで選択の仕方 として ,

された｡

①.あま り長期間め葡望は遠慮して もらうO

④ 研究条件の惑い ところの人を優先する｡

㊥ は じめての人を優先する｡
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昭 和 4 5 年 度 後 期 研 究 計 画 決 定 一 覧

第 50回研究部員全欝泰事墓豪

期J研 2.-散 乱理論 を 中心 に した強十､稚 互作用 嘲】田畠孝 ,高木富 士夫 ,徳 田直樹 上げ の賢用

究計 _画 5.棄組子の転い相互 作用 ･J､沼通二 ,⊂戸 田 東,中川員美 ,村 山昭漁 16( 20) 12月又は 1月
rj→ 計 21( 40)

短節 1.素粒子の時空記述 湯川秀樹 ,片 山泰 久,.o由中 正 25( 25) 1-5(.15) 11pB頻 後年内 (印刷 費)2.核 構造 - 新 しい原子頓 像 の追求 大坪久夫 ,.宋包 昌太 ,高田健 次郎森 EES正人 ,高木修二,o華垣 良三.田中 - 5D( 55ト 11月頃

研究 `5.宇宙論'と銀河 の起輝 会建 晃 ,.̀佐 藤文隆 1Dr 15) 7月中旬及び 1月

Jj→ 計 88イ75十α)

ニヒ 1.準 内の有効相互 作用とi.-Pshe11核の額構造 小舟経書 ,-久保謙 一,O永 田 忍 ,手 EEj_F魔 0〔12) ■15-(.15)20(20) 11月 中旬 (計算良)(印刷 費 5一,(計_算資15〕

レ′~キ 2.多 重 発 生 野EE!二次 男 ,鍵 山茂徳 ,o門 田良案

ユ･t-jL/ 5.H左d_ronの複合敵 手.模型 とchira1対称性 ･j､杯 誠 ,近藤弘樹 ,牧 二郎 ,o益川敏 英 6( ラ). 1ロ月頃 6日簡46年に食って5日間

-壁節究 4.t豆baryon償 塾 に よる素粒 子反応 小林膚浩 ,笠 口隆重 ,稔岡武夫 ,豊 田文 彦 ,沢田昭二 , 青 田俊博 ,二宮勘覇 ,井町 昌弘 ,.坂東 昌子 ,D若泉誠一 5( 85) 9~月下旬or.io月

'計･画 -5.不規則 系の問題 yC於 る高次の項 の効巣 長谷川洋 , 中村允伸 ,小山愛一郎 ,神 田邦彦 ,迫 田弼一郎 ,o米 沢冨美子 -4.2L( 4.2)

rj＼ 計 15.2(55.7)

･その他 1.工eiⅠlg Sp土n系の相転移 o渡辺 準 0.( 2.4) (計算牽)

栄) 後 日,議責団,所農,研究計画世話人で検討 した絵果 Ⅹ- 5万 円 とい うことUTLな ったO
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④ 選考はなるべ くおこ食 うべ きで食いが,抽選をするを誉ど簡単化する

のは間好だ o

⑨ 同じ大学か らの希望者が非常に多いことは考慮すべ きことか もしれ

ぬ ｡

叉,運営委員会で更にい くつかの点が考慮されて選考された｡今回 も応募

者がか夜 吟多いので,どのようをことを考えに入れて選考すればよいか ,

御意見を伺いたい｡

勝木 オ /レグ塾 ･ア トム塾 (ある何人かが孤 立して どこかで研究をしているC

そ こに誰を特定の人を指宕して,その方に来ていただ く) とい うこと

はでき食いだろうかO稀在場所が基研でな くて よいとい うことに覆れ

ば,出に くい人も利用で きると思 うO

敬 そ ういう塾は共同利用研 としての性格にて らしあわせて当てはまるか

どうか疑問があると思 う｡ ア トム畢研究 員は各人が個々のモテ ィーフ

をもって来 られるものである｡ 今いわれた ことな らば ,モレキュール

型 として共同研究を碁研外で行 うことがで きるo もっともモレキュー

Jv型では 1ケ月もば supportできないが･L･･･････0

勝木 今までと逼 った基析利周の仕方を検薩的に考えてみて,これまでの ア

トム塾を modifv した よ-うな ものを考える必要があるのでは夜いか と

･思 うO

田中‖ モVキュー)V塾はこういう要求がでて安静化 した ものである.プロジ

ェ ク トが麗貞会議で討論されて認始 られることで基研 と関係を もって

いる｡

宮原 本来のア ナム塾が基研以外で行われるのがいいか否か考えで もいも､の

敬

では食いだろうか o 墓所(FL.来るのが一巻 自然かもしれ食いが, 1つの

schOOl匠かたま らないとい うのが主旨を ら;従来の延長という型で

あ りうるのでは夜いだろ うかC

墓所では,健のところと比べて特殊を便利さがある｡ 他の分野の研究

者 との交わ りとか,研究会に参加で きるとい うふ うに0

日毎日 アトム塾はプロLyェクや自身は議論の対象 とせず ,基由に来ることが条

件づけられている｡モレキェ～ルは これの逆である｡ もし,両方の粂
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件がはず されるとすれば, 日本の研究全般VC旅費を出すこ とになる｡

それが認め られるには議論がいる｡

勝木 枠が今までついていた ことが,共同利用研 の利用か らばずれていた こ

ともある｡

田中(iE) 基研は今まで過渡的vCいろいろやって きているが ,望ま しいことが全

部 coverできるものではない｡ Case by CaSeで具 体例をみて検

討をする方法 しかないO そ うしなければ歯止めがな くなってしま う｡

学技の流動研究員制度をどもあるが,期間が長か った りで実際は利用 し

vTLくいO 基新だけで coverすることはで きないか ら他のところ把 も

要求を出してい く必要があると.思 う｡

碓井 従来のア トム塾は,基研を利用 (東用 と他の研究 グ′レ-プとの接触)

するとい う側面の他vC,研密分野 を超えた基礎物理学の研究者の交流

の場を維持発表させてゆ くとい う重要を側面牽持 っていた｡ これを忘

れてはなら食いと思 う0

校本 若い人C1希望者が多い とい うことは,若い人も基餅の センターとして

の役割 を理解 しているあ らわれ とみ られるO

が,研究の場を広げ,充実させてい くことを考えると,最近,地域拍

格差を生 じて-いることはたしかだか ら,勝木氏の主旨は考慮すべ き点

があるO I

木下 日本の車で,情報過多の地方 と過疎の ところがあるのは事実であるo

そ うい うことか らもモレキュー )レ塾を重視 していかねばな ら貴いと痛

感する｡

田中‖ 素敵子論 グループでは従来か ら,科研貴をプールした武者修業虫があ

る.他分野で も科桝賢を武者修業vC使 うことを考えられるといいと思

う.研究 体制全般を考察し,基研での解決の仕方と同醇に外での解決

の仕方 もはか ら ねばな らたいO

川 口 基研のスタッフの プラスVCなるよ うを ものでなければ売 らない と思 う｡

田由‖ 実際vCは,この種の ものは具 体的な提案がなされた ときに ,そ こで検

討す るよ り仕方がない と思 う｡

大貫 研究所の activityの面か ら研究所側か ら来ていただ きたい という
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こともあ りうるのではないだろ うか ｡

基所では,今までは予算の少いこともあ りそれは遠慮 している｡ 短か

い期間を らば ,自由研究費を使 うこともあるので .

小出 前回の選考?'C関して,D lの人をけず ったことに関しては若手の方で

は不満があ ったO叉,前回の選考をみ る と,基研は巡礼地的な印象を

う折る.ア Tム塑本来の特色を失わないでほしい｡前回の基準m:は満

足 しをいが ,若手で も具 体的に どうす るか意見はま とまら充か ったO

戸田 撰会均等 とい うことは良い と思 うが, D.1の人をけず っ牢 ことは 問

題があると思 うC

田 中 ‖ 前回は,梯会均等とい うことを考慮 したが ,これが果 して返礼地的か

どうか -･･･～･.････ ｡ 具 体的にはどうすればいいのだろ うか｡

牧 先回の部員会議の 考え方に沿 って case bv ca.Se に決めるしかな

いよう夜気がするO 今回は同じ条件 の人を グ/レープ別にして苦肉の策

として,抽茎に夜る可能性 も考え られる. このような ア トム型の制度

について,達当た障賊 に部員会議で,その実績についての討議をして

いただきたい｡

議長 (長崎) 各地で原則的充 ことも含めて考えていただ きたい｡

8.科研費について

夷島 科研費の問題点 としては,総合研究ののびが惑い とい う間欝 と,共同

敬

利用所 と科研費との関係の二つがあるO とくに,後者は,,共同利用研

を もった掛究分野では,長期にわ太 る研究連絡を碗究所の枠で考える

べ きであるとい う意見が,最近で もい ぐつか聞かれている｡比の点を

議論 して , もしま とまれば ,研究部員会議 としての見解を学術会議陀

送 って,考えて もらっては どうかO

科研卓は (と.くに総合 Bは)基礎科学に とって役割が大 きいので,今

考えがま とまれば捜して おいた方が よい ｡
磨

宮原 学術会議は,これまで,基礎科学 5ケ年計画の庫で研究所と科学研究

基金の構想を担している｡しかし,科学研究基金vCついては,政府で

全然 とりあげ られてい夜い ｡ 科研敦では文部省の枠内でしか考え られ
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ない｡総合研究の伸びが悪いことは事実だが,基本的には科学研究基

金を と りあげてほ しいことが強調され麦汁ればを らない.

小林 昨年 ,物研連で科研盤vc関する要望をま とめては,とい うことに食っ

て ,今年は じめLr:working groupの報告を出し,学術会議第 4部

会vCも報告されているO もちろん科研資巨体Uc問題があって,研究基

金構想をおすべ きであろ う. 一方科研費vCついては,給合研究の枠は

文部省で決 っている現状を研究者の声に よって変え夜ければ怒 らないO

学術会議 としては現在の科新盤配分VCついて,44年度一年の試行期

間 と考えていたが,45年度 もそ のまま行われることは決 った ｡ それ

で給金の申し合せによ り可及的速かに現象を総括 し,学術会議 として

の鮮度 を決め ることVC怒 っている.従って研究者の意見は どんどん出

して欲 しいO

これらの討論に基づ き,科研費係か ら ｢科研敦についての見解｣の 修 正 案

(別紙)が提出され,承認され,日本学術会議会長,第 4部長,研究衷委貞会

委員長,核特委委員長,物研連委員長などに申し入れ,努 力して もらうことに

決めた ｡

?. 原子核将来計画

小沼 : 現状 と分離案にま とま った経緯の報告

低 エネルギー ;阪大V7:共同利用施設 として AVFサイクP tロンを中心

とす る核物理 センターをつ くることとな り,45年度にサイクロ本体

の一部の予算 と一部門 (形の上では原子核研究施設の人員)が認め ら

れた｡将来共同利用研vc発展するために努力をつづけることvC浸った C

高エネルギーと超高エネ′レギーは素研 をつ くること托していたが,次の

通 り2̀っvc分鹿する途 をえ らんだ O

宙エネ/レギー ;46年度 より4年計画 ,約 80億円でエネ)Vギー約 8

Gev の陽子 S/ンクロ トロン廃 車,b設備 とする 高エネルギー所をつ く
命･

る｡

超高エネ)Vギー :数部門約 20億 円の規模 (～ 4年計画)の国立大学附

置の宇宙線研死所を考え,さしあた り,東大宇宙線観測所vc5部門約
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10億 円の設備をつけて拡充するべ く東大 と折衝 中｡

分離案が出てまとま った経過は配布 した組替委 員会報告案 (別紙)に

あるC少 し補足すると,第 2回の組替委の廃止,苗エネ)Vギーの委員

か ら ｢宇宙線 と夢エネ /レギーの計画を分捷して宇傍線は強 巨の途 を と

った らど うか,そ うし充い と規模が大 きく充 らず ,独立すれば大 き く

そ だつ可 能性があると思 う｣とい う打診 があ り,宇宙線の委員が検討

vc値する と受けた ことにはじまる.苧環線研究者 の一部はかねて大研

究所秦を もった こともあ り,検討がつづ け F',れた結果 ,一つ の素研 の

中で両者 の研究をお こな う途が十分VCつめられないまま,分離案が,

宙 .字の多数意見 とた り,最終的Uこぼ核特要で白票 2,棄権 1,反対

Oを除いた圧倒的多数の承認を得て ,この途がえ らばれる忙至 った の

であ った｡

高エネjVギー桝をどが,数年後にで きて くる障 ,基所は ど う関係す る

か,考える問産 もある と思 う｡

田中桶 :組替委員を していた立堤か ら補足したい.

分髭案は ,昨年夏の学番答申か ら大 き く影響 を受けた とい うべ きだo

その由で,宇宙線 を用 いた素粒 子研究 の役割 が全 く無視されていた .

それをど う回復させるかについて,高 と字の研究者の意見が対立 し ,

字が大き く夜る方法につ十 ての文部省側か F,のある棒 の感触 もあって

分離案にふみ きったよ うにみえ るO

･｣＼川 :苗エネ/レギー研vcついては 体制の閑蓮 もある.

敬

国 立 蕃 轄 研 が大学附置(,r_近い形か ,文部省 もまだ決めてい貴いよう

だが ,ど うなるかは爵エネ7レギー節の将来yZ:大 きく影響する0

6月始めの所長会議の ときの文部省側 の話 (音賢谷審議官)では ,直 立

大学共同研究所 とい った考えを もって いるようだ った 0

日中日 ;現在 の計画は学術会議か ら政府に勧告 した将来計画の一部が ,それ と

は別の ものか｡

小沼 :ね らいは同じだが , 1962年に勧告 された計画はつぶれたので,そ

の とな りVC同 じ方向に向 う別の計画をつ くった卜とい う-ことがで きる

だろ う｡
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この点については学術会議の長期香で も間静にな ったが,形式的にい

えば , 1962年の勧告の中にの りくらの宇傍線観測所の拡 充強化 と

い うことも書いてある.一方,苗については勧告後, 12Gevか ら

40Gev -ヰ 8Gev と 2回変更vCを ?ている. したが って ,苗は大

巾変更,字は前か らある計画の廷長 とい って もよいが,実際はそ うで

は.夜い.

並木 素粒子研究における理論のあ り方についての私見を述べさせていただ

くと,基研は,森糎万象を考えてい くところ,一方高見研では ｢広い

敬

意味での素粒子論｣と狭 く限定されている｡基研ば自由夜立協･でいら

いろな ことを考えてい く場 として残 していただ きたい｡

｢理論家はボヘ ミアンである｣と並木 さんが先日出された文書 VE:あ っ

て ,大変面白 く拝 見したが,そ この ところをもう少し詳 し く伺えれば

うれしい｡

並木 大体,埋論 グ′レ-プの本質はボヘ ミアンの集団であると思 うo

すなわち formal therryか ら phenomenolcJgyまで,また宇宙線 ,

高エネルギー物聾,低 エネJVギー物理 ,とい う風UTL非常に広 く多様 な

研究対象を もっていると同時に,理論家個 々人に とって も興味の中心

を移 して,新しい問題 Vこ自由vcと りくかことがで きるし,実際そ うい

う人 も多いo これが理論家 }/)レ-プの木質的な特色であろ う.

嘗澱 この席vTLいる_唯一の物性実験家 として基研の研究分野について発言 し

たい｡

｢基研ができるとき,理論物 理学研究所 とい う名称が考え られたが ,

広島大学vr.同じ室前の研究所があるので ,基艶物 砂 学研究所UTL在った

｣とい う話を開いたことがあるが ,それだけではない｡ 内容的にい っ

て も,理論物理の研究所だ と考えるべ きではない と思 う｡か っては基

研で実験をやっていた ことがあるとも聞いている｡

湯川前所長は常に,基桝は小 さいけれども何 vCもとられず把新 しい も

のを生み出してい く productive夜研究所だ といわれていたOそし

て多 くの新しい ものを生み出した｡ この役割は忘れるべ きで夜い｡

-451-



第 50回研究部員全寮襲撃録

10.シン ポ ジ ウ ム 基礎物理学の将来 算 2回

廿超虎動 と B.i.CoT!densation'∴とい′う表題の碓井氏の講演があ

り,議論があったが詳細vTLついては物性研究,素敵子論研究に記載 さ

れる予定｡

以 上

文責 研究部員会議議長団
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1970年 7月 4日

於 基研 コロキウム重

議 長

出 席 者

欠 席 者

議 岸

牧 二郎

井上 健 ,高木修二,森 聾 ,碓井恒丸 ,豊沢 盤 ,

桧原武生 ,田中 -,,i,川修三 ,小林 稔 ,松田博嗣,

玉垣 良三 , (事務長)

坂 臣昌一,内山竜雄,永宮健天 (外包出張中)

1. 運営委員の補充について

2. 第 50回研究部貞会議の報告 と承認

5. 教授選考

4. 助手選考

5. ア トム塾研究員選考

1. 運営委員の補 充vcついて

牧 現在運営委貞VC学識経験者 1名,学内委員 1名の 2名の空席がある｡ 2

つの C)aseは内容的にも違 っているので,､切 りは覆して議論 していただ

きたい｡

田中 今まで前所長が蓮営委貞の学識経験者を依嘱 されたときは ,学外委員の

投票順位を参考VCされた O 今期 もそれを参考vCして武谷先生 VCお顔いさ

れたが ,健康上の理由でお断 りにな られた｡そのことを考えると,もう

一度その投票を参考vCして も,うま くいかないことも考え られるO

研究部員会議の議論 も参考にした方が よいo

･j＼林 短 く初期 の頃は選挙の鮭巣でな く,所長が核特委委員長,物 ･･ト季委員長

vTL相談 して決めてお られたo
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第51回運営委員会番寧録

等の議論の後,全員一致で湯川秀樹氏を学識経験者 として ,運営委 員(rL索

敵いす ることLrLな った.

又,学内運営委員の補充については教授選考 と匪連して考えることに浸 っ

た｡

2.第 5 0回研究部員会議の報告 と承認

報告 され,承認 された｡

5. 教投選考

自薦 ,他薦vLついて慎重vc審議 して,供補者 を選び,所長LyEI交渉を一任 し

た｡

4.助手選考

o 広い意味の素数子論 (任期 5± 1.5年)

堀内 承氏を推薦 することにな った o

広い意味の物性論 (任期 5± 1.5年)

垣谷俊晦氏を推薦することに怒 った O

広い意味の素粒子論又は広い意味の物性論

若泉誠一氏を推薦す ることL.Kを った｡

(任期 1年,但 し1970年 9月 1日 ～ 197-1年 8月 51日)

5. ア トム塾研究員選考

応募者が 2 7宅と非常に多 く,経 賢の面で も予算額の約 5倍になったため ,

研究部 鼻会議での討論を参考I{CL,次の ようなことを考慮して選考 した.

① 時期が 1月～ 5月の人は 11月の募 集の ときVC決める ことVこし,今 回

は考え食い｡

② 墓所に比較的最近滞在 された方は遠慮して もらうO

③ 素艶子詮開係の大学院 コースの人々が東京か ら多数応募 されたが ,棉

選で人数をしぼる.

等
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資 料

今回決定した方は次の通 り

広 田 徹 (芝浦工大

服 部 敏 彦 (徳 島 大

山 岸 患 治 (早 大

森 輩 (九 大

近 藤 芳 朗 (九 大

小 林 誠 (季 オ

浅 野 太 郎 (東 大

山 口 寡 夫 (東 大

佐々木 建昭 (束 大

宮 田 保 教 (東 工 大

斯 波 弘 行 (阪 大

教養 助教投)

教養 助教授)

理工 D2)

堆 教 ヨ受)

毎 'L5)

埋 工 1､)

理 工2)

教養 助手)

埠 教 授)

埠 _TI1)

軸 D2)

埠 助手)

文責

1ケ月

1 〝1 〝1 〝1 〝

1 ′′1 ′′

1 〝1 〝1 〝1 〝

1 〝

以 上

片 岡 童 子
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掲 示 板

東和大学金属材料研究所敏捷公募

東北大学金属材料研究所では化合物電子材料部門の教授を下記のよ うな要領

で公暮 します ｡

1. 公 募 人 員

2. 専 門 分 野

5. 公 募 締 切

4. 挺 出 書 鄭

5. 宛 先

記

教 授 1笹

本研究部門は各壇の金属化合物,例え-ば Ⅰ-Ⅶ, Ⅱ-Ⅶ,

並-Ⅵ,Ⅳ-Ⅵ族化合物,鉄族化合物,鉄族化合物,稀土

類化合物撃の化合物の精製 とそ れ らの電 気的 ,熱竃的 ,光

学的牧性 の解明を出発点 とし,電子工学的応用のための基

礎研究を行な う｡

昭和 45年 12月 10日

伸 推薦 の場合 : 推薦書 ,履歴書 ,研究歴 (主要研究業

庶 リス 下,主薬論文 別刷),今後の研

究計画 (簡単な もので よい)

回 応募 の場合 : 履歴書 ,研究歴 (主要研究業績 リス ト

主要証文別刷),今 後の研究計画 (簡

単査 もので よい)

(幣980)

宮城県仙台市片平二丁 目一番一号

東北大学金属材料研究所化合物電子材新部門 ･

推麻選考委員会 義貞畏 竹 内 栄

電話 仙台 (0222) 27-6200

内線 2912
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掃 示 教

基研 研究部員会議 議題募集

来 る 11月初旬に第5∴1回基研研究部 員会轟が行われ る予定です O 議鍵がご

ざいま した ら授案静 旨とともに 10月 5日必着で下記にお 申し込み下 さい｡

京都市左蔑区北白川追分町

京都大学 基礎物理学研究所

研 究部 員会議 議長団

基研研究会

｢統計力学!,I,～:かけ る基軸的諸問題 ｣

参加者公募

上記の研究会を雛膿することが第 50回研究部員会議で承認されましたの

で次の ような掛 目 ,予算で綿催 したい と思います ｡

顛 日 ･ 2月 1, 2,.5,冒 (月 ,火 ,求)

予算 旅費 25万円
I

最近の碁研の研究会は比較的テ ーマをしぼ った projpct的な ものが多 く

な って し｢ます が ,これ とは逆 に種 々の折域の研 究者が 自由に素見を交靭しあ

い ,今後の研究方向 ,問題点 を見定始て行 くような会 を開 きか ハと考えてい

ます｡

ここで 言う統計力学(,T-･'基礎 とは広い意味OLjもので ,例えば ｢エルゴ ー ド問

騒｣の ように限定された問算哲指す のでばあ りません｡た ゞし短い会期中に

余 りに も興味の中心が 発散したいため今回は一応

1) 多粒子系にかけ る秩序 ,おゝ よひ栢変化のあ り方に対す る碁脚的問鯵

2) 従来の統計力学C)適用限界 とその拡張に関す る間組

賛 中心テ ーマに取上げ ること忙しました. この よう夜間纏 に深い軌 L､をもち

研究会参加を希望される方は研究計画 ,提供され る闇路 tl')観要をそえて 12

月末 日までに基研共嘉碩tj,Eij事務 室まで衛 応募-下さいOた ゞし予算a)関係上人

選は世話人腔を任せ下 香いO

世話人 松原武生 森 肇 松E酎専嗣
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人 の う こ き

〔北大 ･理 ･物理〕

8月 51日～ 9月 2日

M.I.T.の Dr,D.T.Sell皿yerが来札,北大理,物理,高

圧物理研 vLて ･"EIec.tror!ic and M∂gnetic States ir'

=r,_terⅡe七allics and Alloys"のセ ミナーを行を う予定0

8月 25日～ 27日

carnegie-Mellon大学の S.A.F･riedberg教授が来 札 ,～.

北大琴 ･物理 ･極低温研において qMagnetic Ordering in

- some→C･ne ar･d twc-dimensiC.nal sys七ems カの Iecture

を行な う予定｡

〔阪大 ･工 ･応物〕

中 島 信 一

校下 ･電子研か ら 阪大 ･工 ･応物 ,助教授に

服 部 武 志

東大 ･物性所か ら ･阪大 ･工 ･応物 ,助手vc

〔東大 ･埋 ･物理〕

久 保 亮 五 教･授 (8.4- 8.25)

ノボ S/ビJvス ク T>ボ ス トン 10th =nternatior)_al Con壬∴

on Physics of Semiconductc,r

上 村 洗 助 教 授 ･(8.15- 10.17)

ボ ス Tシ 同 , パ リ (C/O 班.Be'..lkanski),

グ /レノー ブJV, Cons.工nてern.deMagne′tisme
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プ レプ リン ト案内

〔北大 ･物性理論研〕

ふ O Phase Transfer TheC一ry and its At)T)lication 七o Long

cha.in MoleouleLq:DNA (I3.Y.Tor!.g and S.Y.Tong)

ABSTEACT

Phase transfer the｡ry 皇s applied.tcIStudy two'unre1-

ated.phenomena in DNA Ⅰ打 lecule: (al The electronic stru-

cture ofI)NA and (b)The heliX一cc.il transitior?,alsc

krlCIWrtaSdenatureticll.=t is shcwp. froⅡ も_hePry that soⅡe

spectral lirleS and gaps arealways there irvallI)NA mc)le-

cules irrespeotiVe tc･the a,rrangeⅡents c･f the four funda-

mental grcups:Ader_TT･Lirte (A),ThyrEir7e (Tl,Guanirfe (G),and

cytOSine (C), This exT)lair]f; the fTaQt the.t optical specい

rosoopy shows a lot of-Overall similarities in ,thevarious

DNA mc'lp,cure,q. To study thehelix-coil transition, the

usual 工singmodel is used viもh periodic tour)darv clOr]d･itIbl0n

at the two infinite end.Lq Of もhe rGOlecule. Exacta.nd

expl-'rJiも eXpreLqLqion･C 壬■or the もraT1日iiJiOrlLq are C)btained for

any periodically arraT]ged_了TlOlecule･ EXactLeXDTeLqLqioTつCan

also bewritten a_own 王■or the :random molecule,if the Order

of theAT and GC pairs Can be･L=qPeCi王■ied.Thewidth Of the

transition is Lqhc,writo te the TnaXimum in the50% A-T.

pairs and 50% G-C pairs.Strong interaction be･七-VFeen the

ne'ighbouring pairs a･re indicated by the i-act that step-like

transi七ion curves are not observed in experimeて〕七.i..

o Amorphous Stlbsもances and Liquids一七heExistence Of

Energy Gaps in theirOne一工)iTrlelrlHO,i0-0.al Analogs

(M.L.C.Leung and B.Y.Tong)
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プVプ 1)ン ナ案 内

ABSTRACT

T王le 皿Odel of a one-dimenノsion_al liquid lopaⅡorphous

Ⅱaterial iLq represented_by a linear chain of sy正江e七ric･,

10calizied I;ut o七berwis∈ art:itrary potentia,1 cells, each

ofwhich consists of a ce,nTural core,sa∝.e in all cells,

sur･roILlnded ヒy two regions Og zero pot(､ntial of varyingI

extent. The physical restriction .that cell sip,es are

bounded is applied. The}present article glVeS the proof

for the 守.ziLqtence 〇三■gaps i､n suctla ⅡOdel.=t is also

hinted the_七 七he proof can be ge･nereliZled 七〇 七he r_ea1

si七ua七ion where the central core potentials may be

sligbt1y dif圭一erenも ,fTtO Ⅱ One another.

c A Dyna江icModel of the L,CnaterK.D.P.FerTOelectric

(R.D.=rvine)

c On the Eq_uivalence of Expanaing in Localized.or ヨloch

states in 工)isordere且 Alloys (P.i.Leath)

o Studies ofAg=n and-Cu-Ge Alloys Dy Optical ana

photoemission Techniq_ues (P.0.NilssOn)

〔東北大 ･工 ,応物 ,桂〕

c Comi)arison of Three Self-Consistent Ground,gtaもes

for the LinearHeisenberg Antiferromagne七.

(A∴上 Silverstein and.Z.G.Soos)

c Zeros of the Partitions Function for the HeisenDerg,

Ferroelectric and_General =sing Mod-els

(班.Su2mki and,Ml.互.Ftisher)

oThree Particle Correlation F'unctions =. Fourier

Transform Method. (M.S.Wertheiml
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プ V プ･リyI.案内

｡ Variational Theory of the HeiseⅠ〕Derg Fer､romagneも.

(A.Oguchil

o tsing Mo-a,el with Antiferromagnetic Next-Nearest

Nej_ghbOr Co-ユPling =工. (J.Stepheuson andll.D.軍etts)

c Decay of Ord･eT in =sotropic S.ystems of 署estricted_

Dimensionalit,y 工.ヨose LC]tatistics 〟

(D.Jasnow anal捕.耳.Fisherl

｡ Eigh FreciuenC.y Ec'ound Attenuation and･ the 工)ispeTSion

of the Critical日金glOn (K.Kawasaki)

〔東大 ･替 ･物啓 ,久保研 )

C 工nelastic Ⅳeutron S'catterinf from E'ingle-Domain

f3a.TiO5 (G･S･hユrane,∴ 〇･Axe,uT･Harad-a1

0 Greenls FlユnCtion Theory of MagneticFelaxation rV

- Critical Eehaviour of

ParamagneticFesonance -

(Kazuhisa Tomita eLnd_Ta.tuo Kawasa′ki)

c Fxa(jt Photo(jOunt Distributions for Lasers near

ThreslflOld_ (M.Lax and-M.Zwanzigerl

c Visibility of Critical Exponent Fenormalization

(M.E.Fisher ana P.E.Scesney)

o Ray)-C)rJl･rt dtActivite du G- u･r)､elLde Phv Lqtque d･eR Sol.ideLq

uThverLqltt昌de Paris

c waves in Nonlinear Lattice (Morika2m Tod.a)

oビpin Waves in CrBTS Measured･by =nelastic Neutron

Scattering (冗.J.Elamuelsen, R.SilDerglitt,

G.Shirane,∫.P.i?_emeika)

oCritical Magnetic Belaxation

- Q.uarsi-Collective Mode and_Dynamic Scaling-

(K.rromita an且 T.Kawasaki)
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プ レプ リン ト案 内

ノ c Spin Correlation Functions

o王■a 王まei_senberg Ferromagnet

cNonlinearResponses in Type

in the Paramagnetic Phase

(J.路ulbDard,)

== Supercond.uctors =

r.irty Limiも (Kazumi Maki)

c Spin Flu･ctlユat主ons in Nea′rly AntifeTrOmagnetic Metals

(T-oru Moriya)

c Theory Of 工tineTant FeTrOrrlagneて･s with i.OCal/i2;ed--

Momen七 つharacteristic.q:

Two- Center Coupling in Functional =ntegral Scheme

(W.茸.丑venson,S.局..脚ang,aha J.署.Schrieffe_T)

c Theory Of tmpurj一ty 王はndlS in Magne･tie Field_S

==二.Temperature ユ)epend.ence

(Motolrliko Saitoh)

1
c statistical Quasi-Particles,～Effective Gree'n s

Functions an且 Land-alユDescriptions Of euua.ntuTrlLiq_uids

r. 工mplユrity Eysterns at 耳quiliDrium

(RogerBalian Rna Cyrano ae ○○minicis)

o Ergoaicity,Constants of 昆otion,and一･I31011nd-s for

SnSCePtiDilities (Masuo Su2mki)

o F･luctuations in the Resistive Transition in AltlLminum

Films 工. Puri-ty 工)epenaence

(K.Kajimu.ra and. N.MikoshiDa)

cSlユm Bul母 Analysis of Two Branch Excitation Speetrum

of Liq,uid. (T.Soda,K.Sawad_a and_AT･.TLbTagatO)

O=nelastic Neutron Scattering =nvestigation of Spin

Waves ana Magnetic =nteractions in α-Fe205

(耳.J.Samlielsen and_G.ShiTane)

o Theory of IgelユtrOn Scattering from Lattice Vibrations

rK.Tan主)
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プVプ1)yT･案内

a-Localization of Normal Mod,eTs and-茸nergy Transport

in.the Disord,･ered-Harmonic Chain

(冒.Matsuaa arid. 氏.=shiil

o relaxation Processesin Plasmaswith MagneticField･

=. TemperatureRelaxations

(LCl'.=chimaru.ana M.N.'f?osenbluth)

o Theory of MagneticProperties of Narrow Band.Solias

(∫.王_Sokoloff)

oMagneticMonopoles:Where are They and･Wllerearentt

They? (B.i..FleischeT,HI.P.Hart,JT‥ L S.Jacobs,

p.Lj.Price W.bA.S･chwarz,and_ R.T,Vtl.Iooas)

olright Scattering byCoupling of Orientat斗onalMotion

to Sound. rA.Bei十一日euven and. N.D.Gershon)

c Correlation Functions of a HeisenDerg Antiferromagnet

(M.Cl.Cottam a.nd B.君.Etinchcombe1

0 EIectron Mo･bilityin a Semicond_uctor tnveTSion Layer

- PossiDie Contribution from fhlk Phonons-

(Fl.Ezawa.,LQ.Kawaji,T.Kurod-a and,氏.Nakamura1

0 Electrons and_ llsurfons‖ in a.Semiconductor=nversion

Layer (H.Ezawa,T.Kuroda and_ K.Nakamural

o Application of NuulearMagneticResonance in Analyも-

ical Chemistry (Shizuo Fujiwaral

o High 工)ensity CorreCもionLq for a Heisenberg A由もiferrO-

magnet (M.G.Cottam and R.玉.Stinchcombe)

o Thermod_ynamic Properties of a H二eisenberg Antiferrom-

agrl_et (M.G.Cottam and. B.王.Stinchcombel

o Urliter巨K･ir欄doTnAtomic Er]PTgV Au佃 orttv,ReLqearCh

Group ThF}Oreもieal PhvLqir,S DiviLqioT〕･PF0号TeiqLC.,Report

-465-



.プ レプ リン ト案内

cIMagnons in theLinear Chain Antiferromagnet CsMnC15･

2D2-0 (J･Skalyo,Jr･,G･Shirane,El･A･Fried-berg,l

H.KoDayaShiう

c SilTiPleMod,el J_.For Density of LC]tates a.nd_MoDility ofan

Electron rT._PL.Fggarter and.M.巳.Cohen1

c c1n the Q,1ユeStion of Parentage of Loca′lized-Etates

(G.Srinivasan and.Lh/i.fiA.Coheny

c lI･ynamical苫e士†avionr of i,Tlispla･ci_ve-Type FerTOelectrics

(K.Tan･ian且 M.Takemlユra〕

c SimpleMod_el forI,errlSity 〇二F Sltatqs and NiODility of

an Electron ip a Gas of Hard-CorGJ･ScattererS

(I.P二王',ggarterana 虹.H.CChenl

e QJqantum Corr弓Cもionsto the Second-Virial C･oefficient

at 巳ig‡lTemperatuTeS (RoDeごt Nyd_en Hi111

e 堤,uantum CoTTeCtions to the Second.Virial Coefficient

with an Application to theEara Coreljlus ETquare Well

Potential at ビigh Temperatures

(Jose ∫.D'Arruda and.Ti.冒.Hill)

c A Note on Certain 工ntegralsWhich Appear in the

Theory,olf'the-エーaeal Q.uantum Gas.e_S (P･N･Hi111

0 Canonical Formulation of PelaもivisticMe･〔血anics

(i?.N.fiilll

o 工nstantarieOuS tnteraction F.elativisticDynami(jS for

Two Particles in Cne工imension (A.N.Hillう
/∫

o An Exactly Solvable 亘1･le(jtrOdIynamic Two-Bod-y Problem

(a.A.FLuad.arは 巳.N.Hill)

｡ MagneticSu･seeptiDility of theWollPf-M10riyaModel

(fliTOShilt/1amad_a and.Fumiaki Etrlibatal

c Scaling Laws for モモeal S■ystems

(D.Bergman and. Yl.工mry)
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プV プ 1)y t案 内

o Critical Points and,Scaling i.aws forFinite Systems

(Y.Zmry and, D.Bergmanl

c ZerLOS Of the Partition Function for theHeisenberg,

Ferroelectric and General =sing Mod･els

(Masuo Slユ2mki an(1M.E.Fisher〕

oA Many-BDay Theory for Nearly-Free耳Iectrons and.its′

Application to Annihilation of Positrons in a Peiriod_ic

FieldI (Kunio Fujiwara)

O A Theory of the LatticeVibration ofAnharmonic

Solid_S (Sho2;O Takenol

o Poor- Man'S工)erivation of Scaling Laws for theKond.o

proDlem (P.W-And_erson〕

o An Accurate Resonan(jeParameterApproaL>h to Transition

Meta1 33and_Structu_res (D.G.Pettifc)r)

o NeW 互ミXpla′nation forSusceptibility Maximum ObSerVea

in Variou.sMetals =nclud.ing Pd. rS_Misawa)

c A Stud_y of 工nteractions between Local Flu-ctuations Dy

the Functional =ntegral Metnod-

(K.Maki,M.T.署eal-Monod_and_∫.P.Huraultl

o Autocorrelation Function of the Heisenberg Ferromagnet

atElevated_Temperature

(T.Morita,A.KobayaShi,Y.ADe and.S.Katsura)

c Lattice Greents Function 二For もheBod_y-Centered.Cubic

Lattice (Shigetoshi Katsura and_TsuyoshiHoriguchi)

o Lattice Green7s Function for the Simpl.e CubicLattice

in Terms of Mellin-f3arnes Type 工ntegral●

(ShigetoshiKatsura,Sakari 工nawashiro ana一Yoshihito

Abe)

c Lattice Greents Function.Zntrod.ucti.on

(Shigetoshi Katsura,Tohru Morita,Sakari =nawashir0,
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プレプリン ト案内

TsuyoshiHoriguchi and_せoshihiko ADe)

〔阪大 ･工 ,庄司研)

o Phase Transitions in One-rtimensional Clu_ster-

T_LnteraCtion F:luibs.

=.A.Thermodvr]amicS

t.丑.CriticalBehavior

==. Simple 1.oga′rithmicMoael

===. Correlation Functions

(班.E.Fisher and.f3.U.Feldlerhof)

oCritical Points in Multicom:ponent Systems

(B.ち.GriffitIhs and.uT.C.Wheeler1

0 Visibility of Critical Exponent Renormalization

(班.E.Fisher ana P.耳.Scesney)
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編 集 後 記

京都の夏 ももう終ろ うとしています.戟,夕忽VC吹 き込む快い風や東山の上

空に漂 う白雲に秋の近いことを感 じさせ られますb今月の編奏会議は夏休み中

vcも拘わ.らず ,京都全柄集貞 8名中 7冬の出席vCより行われま した｡ 8月号

｢お しらせ忙｣掲載 した年会での編集会議に備え,本誌の準徴 ,刊行の意義な

どを論じ合いました｡苛烈夜研究競争の中 にあって本誌q)噂をおお らか夜雑誌

には,b竜だむ思いがするとの評 もあ りますが,編集員の一人としては,本誌が

さらUTL物性研究者の研究活動に不可欠な存在にまでなることを希望したいとこ

ろですOいづれにして も読者諸氏の関心が本誌を育て もL殻L もすることに間

違いあ りませんO従来の本誌 の企画などvcつ いての忌博の夜い御意見,今後取

るべ き編集方針夜ど忙ついての御意見をどしどし編集部今お聞かせ下さいO こ

のために年会でのインフォーマル ･ミーティングが良い櫨会 として活用される

ことを希望しています｡

先月の編集会議で出された ｢招待原稿｣案は,むしろ十分夜編集費に裏付け

された特別企画 とい う形で追求すべ きだと言 うことに落着 きました｡今回は,

以前企画され好評を受けなが らも中断されたままVTLな ってい争 ｢大学特集｣を

再続することが決定されました｡さらVC,この一 ･二年様々夜形で急速VC顕在

化 しつつある ｢大学院間昏｣とも取 り組むべ きであるとの意見 も出ています｡

後者vEIついては,今後具 捗的忙どのようを企画VCするかを検討することvCを っ

ています｡この節での読者諸氏のど協力をも,お願いしたいところです｡

8月 22日 =.a.

-467--I



物 性 研 究

第 14巻 第 6 号

1970年 9月 20日発行

発 行人 榎 田 博 嗣

京 都市左京 区 北 白川追分町

京 都 大 学 湯 川記 念館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所

京都市上京区上長者町室町西入

TEL(441)1659(431)4789

_発行所 物性研究刊行会

京 都市 左 京区北 白川追 分町

京 都 大 学 湯 川 記 念 飽 内

-4r68-



基 研 研 究 会 報 告

液体金属 の構造 と物性

7月 18日か ら28日まで京大基研において液 体金属の構造 と物性について

のモVキュール型研究会がひらかれた｡モレキューJVのメンバーは,東北大渡

部三雄,田中 実,榎滴 満,長谷川正之,東京工大米沢冨美子,京大榎田博

嗣,遠藤裕久 ,小川 泰 各氏であるが,これVL華人かの人が加 った. 多 くの話

題の提供や議論が活瀞におこなわれ,そ の結果 これか らどのような研究方向へ

の進展が考え られるかについての鍍論を一応一つの 目安 として最終 日に立案 し

た O そしてこれ らの問題について,来年の 7月下旬 (一週間程)再び稜 々の結

果や間題点をももよることを希望して終了した｡

提供された話題及び計画されている仕事,(便宜上下記 の 5つの範ちゅうに分

類したもの)の概要をここvC集録する. (カッコ内の氏 名は各々のプロジェク ト

の参加予定者で,丸印は原稿執蜜者) 0

勿論これ らのプロジェク トは互いに緊密Vt開連 してお り,ここに示した 5つ

の分類法は必ず しも最適のものではないことも注意してお きたいC

話 題 提 供

(1) 融点極大近傍の熱力学的考察
＼

q 慶大点指数 "忙ついて -

(21 三相を重 く格子模型 - KikuchiMod_elの紹介

(稔 田 )

(′j＼川 )

(5) α-バン ドのある金属への pseud.opoterltial法の拡張

(桧 浦 )

(4)' 高次分布関数 と cumulaコ.七平均わ間違

(米 沢 )

(5) 中性単原子液体と液体金廟の時空構造の差異は 2組子闇相互

作用の特徴のどこを反映するか (田 中)
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基研研究会報告

計画 されている仕事

(I) 高圧下におけるイオン系の構造 とそれを反映 した電子状静

1. イオン間有効相互作用 とその圧力依存性∴の理論的計算

( o長谷川,渡部)

2. 高圧下における梅造因子 S.(a.) と電 子状録の実験的琴計的検討

(o遠藤 ,田中,渡部 ,長谷川,校滴)

5. 高圧下における融解現象の埠論的研究

( o松田,樋渡 ,小川)

(lD 単純な E由電子近似が成 り立た夜い系の電子櫓達の理論

1. イオン相関を考慮 した場合の MatsuDara-Toyoza.wa模型

( o米沢,神田,小川)

2. Transition一metal pseud_opotential法に よる牧 体金属の

電子状蓮の研究 (0校滴 ,渡部)

(B) 液 体金巌躍おけるイオン間多 体力と高次相鯉(71検討

1. 液 体金属の格子模型vcおけるモン テ ･カ7レロ法

(○米沢 ,榎 田,神 田,小川)

2.格子擬塾による諸近似の比奴 と多体力の観討

(o小川,米沢)

5. 原子間多体相関関数に対する近似法の検討

(O米沢 ,′付目)

4.液 体金廟 とはどの ような意味で Simple liq,uiasか ｡

( o田中,米沢)

5. 液 体金属中のイオン間多体力 (o涯部 ,校浦)

尚,計算穀の 5万円は米沢 ,松浦 ,長谷川,,j､川の各氏vC分配する｡

(文責 松田,遠藤 )
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